
１．件名：柏崎刈羽原子力発電所７号機の格納容器圧力逃がし装置ドレン移送ポ

ンプ出口側伸縮継手の溶接部の適合性確認についての面談 

 

２．日時：令和３年４月７日 １３時３０分～１５時１５分 

 

３．場所：原子力規制庁２階会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

 

４．出席者 

原子力規制庁原子力規制部 検査グループ 専門検査部門 

上田企画調査官、中田上席原子力専門検査官、 

平井上席原子力専門検査官、渋谷主任原子力専門検査官、 

宇野主任原子力専門検査官、森田主任原子力専門検査官 

東京電力ホールディングス(株) 

原子力運営管理部 保安管理グループ グループマネージャー 

他１１名 

 

５．要旨 

○東京電力ホールディングス(株)から、柏崎刈羽原子力発電所７号機の格納容

器圧力逃がし装置ドレン移送ポンプ出口側伸縮継手の溶接部の適合性確認に

係る令和３年３月１日の面談時の質問に対する回答について、資料に基づき

説明を受けた。また、今回の不適合を受けて、事業者が他の箇所の溶接部に

係る技術基準適合性確認結果を再確認したところ、溶接事業者検査を実施済

みと誤認して溶接部の技術基準適合性確認の対象外としていたもの２箇所、

溶接部の技術基準適合性確認が十分でなかったもの２箇所があることを新た

に確認した。現在、それらに対して不適合処理を行うとともに、他に同様の

事例がないかどうかの確認の進め方について検討中であるとの説明を受けた。 

 

○原子力規制庁から、事業者検査の実施要否が十分整理されているかどうかに

ついて、今後確認していく旨伝えた。 

 

○東京電力ホールディングス(株)より、了解したとの回答があった。 

 

６．その他 

資料：格納容器圧力逃がし装置における溶接部の技術基準適合性確認に関する

ご説明 


